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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連するブロック変換係数を処理する
ブロック変換符号化システムで用いられる方法において、
　（Ａ）ビジュアルデータに関連する、以前に再生されたブロック変換係数を特定するス
テップと、
　（Ｂ）少なくとも１つのブロックに関連する、ブロック変換係数を処理するのに用いら
れるコンテキスト選択値を計算するステップであって、前記コンテキスト選択値の計算が
以前に再生されたブロック変換係数に基づき、現在のブロック変換係数の値を考慮に入れ
ない計算であるステップと、
を有することを特徴とする少なくとも１つの処理装置が実行するブロック変換符号化シス
テムで用いられる方法。

【請求項２】
　前記（Ａ）（Ｂ）のステップは、ビデオ符号化器内で行われ、
　（Ｃ）ブロック変換係数を符号化するステップ
をさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。

【請求項３】
　前記（Ａ）（Ｂ）のステップは、ビデオ復号化器内で行われ、
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　（Ｄ）ブロック変換係数を復号化するステップ
をさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。

【請求項４】
　前記コンテキスト選択値は、近傍における以前に再生されたブロック変換係数を前記現
在のブロック変換係数へと対応させる、前記少なくとも１つのブロックのビジュアルデー
タに関連する前記ブロック変換係数の走査順に関する関数として計算されることを特徴と
する請求項１記載の方法。

【請求項５】
　近傍における前記以前に再生されたブロック変換係数のそれぞれの位置は、ａ、ｂ、ｃ
であり、
　前記位置は、前記現在のブロック変換係数の位置を（ｉ，ｊ）とした場合に、前記少な
くとも１つのブロックのビジュアルデータに関連する前記ブロック変換係数の上方向走査
の間には、第１式ａ＝（ｉ＋１，ｊ－１）、ｂ＝（ｉ，ｊ－１）、＝（ｉ－１，ｊ）によ
り決定され、前記少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連する前記ブロック
変換係数の下方向走査の間には、第２式ａ＝（ｉ－１，ｊ＋１）、ｂ＝（ｉ－１，ｊ）、
ｃ＝（ｉ，ｊ－１）により決定される
ことを特徴とする請求項４記載の方法。

【請求項６】
　前記コンテキスト選択値は、前記ブロック変換係数に関連する空間周波数の関数として
計算される
ことを特徴とする請求項１記載の方法。

【請求項７】
　前記コンテキスト選択値を用いて、圧縮スキームにおけるブロック変換係数の処理に使
用される符号化パラメータを更新する
ことを特徴とする請求項１記載の方法。

【請求項８】
　前記処理が、Ｇｏｌｏｍｂ符号化プロセスを実行する処理を含む
ことを特徴とする請求項７記載の方法。

【請求項９】
　前記処理は、Ｇｏｌｏｍｂ復号化プロセスを実行する処理を有する
ことを特徴とする請求項７記載の方法。

【請求項１０】
　前記コンテキスト選択値は、
　（ｉ）近傍における以前に再生されたブロック変換係数を処理される前記ブロック変換
係数へと対応させる、前記少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連する前記
ブロック変換係数の走査順に関する関数と（ｉｉ）前記ブロック変換係数に関連する空間
周波数の関数として計算される
ことを特徴とする請求項１記載の方法。

【請求項１１】
　前記方法は、システムのビデオ符号化器および対応するビデオ復号化器において実行さ
れる、前記ビデオ符号化器が符号化パラメータ情報を前記対応するビデオ復号化器へ提供
する必要がない方法であることを特徴とする請求項１記載の方法。
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【請求項１２】
　少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連するブロック変換係数を処理する
、ブロック変換符号化システムで用いられる装置において、
　（Ａ）ビジュアルデータに関連する、以前に再生されたブロック変換係数を特定し、
　（Ｂ）少なくとも１つのブロックに関連する、ブロック変換係数を処理するのに用いら
れるコンテキスト選択値の計算であって、前記コンテキスト選択値の計算が以前に再生さ
れたブロック変換係数に基づき、現在のブロック変換係数の値を考慮に入れない計算であ
る計算をする
ように構成される少なくとも１つの処理デバイスを有することを特徴とするブロック変換
符号化システムで用いられる装置。

【請求項１３】
　前記処理デバイスが、ビデオ符号化器内に含まれ、
　前記処理デバイスが、ブロック変換係数を符号化する
ことを特徴とする請求項１２記載の装置。

【請求項１４】
　前記処理デバイスが、ビデオ復号化器内に含まれ、
　前記処理デバイスが、ブロック変換係数を復号化する
をさらに有することを特徴とする請求項１２記載の装置。

【請求項１５】
　前記コンテキスト選択値は、近傍における以前に再生されたブロック変換係数を前記現
在のブロック変換係数へと対応させる、前記少なくとも１つのブロックのビジュアルデー
タに関連する前記ブロック変換係数の走査順に関する関数として計算されることを特徴と
する請求項１２記載の方法。

【請求項１６】
　近傍における前記以前に再生されたブロック変換係数のそれぞれの位置は、ａ、ｂ、ｃ
であり、
　前記位置は、前記現在のブロック変換係数の位置を（ｉ，ｊ）とした場合に、前記少な
くとも１つのブロックのビジュアルデータに関連する前記ブロック変換係数の上方向走査
の間には、第１式ａ＝（ｉ＋１，ｊ－１）、ｂ＝（ｉ，ｊ－１）、＝（ｉ－１，ｊ）によ
り決定され、前記少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連する前記ブロック
変換係数の下方向走査の間には、第２式ａ＝（ｉ－１，ｊ＋１）、ｂ＝（ｉ－１，ｊ）、
ｃ＝（ｉ，ｊ－１）により決定される
ことを特徴とする請求項１５記載の方法。

【請求項１７】
　前記コンテキスト選択値は、ブロック変換係数に関連する空間周波数の関数として計算
される
ことを特徴とする請求項１２記載の装置。

【請求項１８】
　前記コンテキスト選択値を用いて、圧縮スキームにおけるブロック変換係数の処理に使
用される符号化パラメータを更新する
ことを特徴とする請求項１２記載の装置。

【請求項１９】
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　前記処理は、Ｇｏｌｏｍｂ符号化プロセスを実行する処理を有する
ことを特徴とする請求項１８記載の装置。

【請求項２０】
　前記処理は、Ｇｏｌｏｍｂ復号化プロセスでを実行する処理を有する
ことを特徴とする請求項１８記載の装置。

【請求項２１】
　前記コンテキスト選択値は、
　（ｉ）近傍における以前に再生されたブロック変換係数を処理される前記ブロック変換
係数へと対応させる、前記少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連する前記
ブロック変換係数の走査順に関する関数と（ｉｉ）前記ブロック変換係数に関連する空間
周波数の関数として計算される
ことを特徴とする請求項１４記載の装置。

【請求項２２】
　少なくとも１つのブロックのビジュアルデータに関連するブロック変換係数を処理する
、ブロック変換符号化システムで用いられる装置であって、
　（Ａ）ビジュアルデータに関連する、以前に再生されたブロック変換係数を特定し、
　（Ｂ）少なくとも１つのブロックに関連する、ブロック変換係数を処理するのに用いら
れるコンテキスト選択値の計算であって、前記コンテキスト選択値の計算が以前に再生さ
れたブロック変換係数に基づき現在のブロック変換係数には基づかない計算をするように
構成されるブロック変換係数コンテキスト選択器を有する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオおよび／またはイメージの圧縮に関し、特に、ビデオ／イメージの圧
縮システムにおけるブロック変換係数のコンテキスト選択を行う方法と装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無損失のイメージとビデオの圧縮技術は近年ビデオ業界において、かなりの興味が持た
れている。この公知の技術は、以下に挙げるイメージ／ビデオの圧縮文献に記載されてい
る。例えば、Draft of MPEG-2　のTestmodel 5, ISO/IEC JTC1／SC29/WG11, Apr. 1993; 
Draft of ITU-T Recommendation H.263, ITU-T SG XV,Des. 1995; “Lossless and near-
lossless coding of continuous tone still images”（JPEG-LS), ISO/IEC JTC1/SC 29/
WG1, July 1997;と、B.Haskell, A..Puri, and A.N. Netravali,著の“Digital video: A
n introduction to MPEG-2，”Chapman and Hall, 1997と、H.G.Musmann, P.Pirsch, and
 H.J. Gralleer,著の“Advances in picture coding,”Proc. IEEE, vol. 73, no. 4, pp
. 523-548, Apr. 1985;と、N.D. Memon and K. Sayood,　著の“Lossless compressionof
 video sequences,”IEEE Trans. Communications, vol. 44, no. 10,pp.　1340-1345, 0
ct.1996;と、A.N. Netravali and B.G. Haskell,　著の“Digital Pictures: Representa
tion, Compression,and Standards,”2nd Ed., Plenum Press, 1995;と、A. Said and W.
A. Pearlman,　著の“New, fast, and efficientimage codec based on set partitionin
g in hierarchical trees,”IEEE Trans.Circuit and Systems for Video Technology, v
ol. 6, no. 3, PP. 243-249，June 1996;と、M.J. Weinberger, J.J. Rissanen, and R.B
. Arps,　著の“Applications of universal context modeling to lossless compressio
n of gray-scaleimages,”IEEE Trans.Image Processing, vol. 5, no. 4, pp. 575-586,
Apr. 1996;と、X. Wu and N. Memon,著の“Context-based, adaptive, lossless　image 
coding,”IEEE Trans. Communications, vol. 45, pp. 437-444, Apr.1997;と、Z. Xiong
, K. Ramchandran, and M.T. Orchard,　著の“Space frequency quantization for wave
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let image coding,”IEEE Trans. Image Processing,vol. 6, 1997.
【０００３】
　これらの従来の圧縮技術は、高品質すなわち歪みが知覚されない圧縮ビデオイメージと
静止イメージを生成するために用いられている。イメージあるいはビデオの圧縮技術を開
発するにあたっての最大の問題点は、符号化ビットストリームを適切に復号化するために
、符号化器から復号化器へ送信しなければならないオーバーヘッドデータを減少しなけれ
ばならない点である。この問題を考慮に入れたアプローチは、主に２つのカテゴリーに分
けることができる。すなわち、空間領域におけるコンテキストベースの予測符号化と、波
長領域におけるコンテキストベースの符号化である。空間領域の一例は、Ｗｅｉｎｂｅｒ
ｇｅｒ　ｅｔ　ａｌ．著の論文“Lossless and near-lossless coding of continuous to
ne still images"(JPEG-LS), ISO/IEC JTC1/SC 29/WG1, July 1997と、前掲のWu et al.
著の論文に開示されている。波形領域(waveIet domain)の技術の一例は、上記のMemon et
 al.著の論文と、Said et al.著の論文と、Xiohg et al.著の論文に開示されている。
【０００４】
　前掲の技術のあるものは、符号化器で採用される符号化パラメータに関するオーバーヘ
ッド情報を対応する復号化器に送る必要がないものがあるが、これを行う既存の技術は様
々な欠点がある。例えば、それを実現し操作するには複雑かつコストが高い点である。
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、符号化パラメータに関連する情報を復号化器に送らずに、かつ既存の
アプローチの欠点を取り除いたり最小にすることのできるような、ブロック変換符号化用
の圧縮技術を改良することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、変換領域におけるイメージまたはビデオのシーケンスのコンテキスト選択を
行う方法と装置を提供する。変換係数は、特定のブロック変換、例えばHadamard　変換を
用いて得られる。適切なコンテキスト選択およびあらかじめ規定された選択ルールを用い
て、本発明による符号化器は、現在符号化されている各ブロックの符号化パラメータおよ
び／または係数を、周囲のブロックのコンテキストあるいは変換係数にもっぱら基づいて
変更し、これらの変換パラメータを対応する復号化器に送ることなく行われる。
【０００７】
　本発明の一態様においては、可視データ（例、イメージおよび／またはビデオシーケン
ス）の少なくとも１つのブロックに関連するブロック変換係数を処理（例、符号化し復号
化する）のブロック変換ベースの符号化システムで用いられる方法は、次のステップを含
む。第１に可視データに関連する以前に再生されたブロック変換係数を特定する。次に、
少なくとも１つのブロックに関連するブロック変換係数を処理する際に用いるために、コ
ンテキスト選択値を計算する。このコンテキスト選択値は、以前に再生されたブロック変
換係数に基づいて決定される。
【０００８】
　このコンテキスト選択値は、走査順において処理すべきブロック変換係数の近傍にある
、以前に再生されたブロック変換係数に関連する、それぞれの値の関数として計算される
。さらにまた、コンテキスト選択値は、ブロック変換係数に関連する空間周波数の関数と
しても計算できる。特に、同一空間周波数（コンテキスト）値を有する、以前に再生され
た係数を符号化するのに用いられる符号化パラメータを決定する。さらにまたコンテキス
ト選択値は、走査順が近い、１つあるいは複数の以前に再生されたブロック変換係数と、
ブロック変換係数に関連する空間周波数にそれぞれ関連する、１つあるいは複数の値の両
方の関数として計算することもできる。
【０００９】
　復号化器において、ブロック変換係数の選択が、以前に再生されたサンプルのみを用い
て、本発明により行われると、符号化器は、このようなパラメータ情報を対応する復号化
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器に送る必要がない。その理由は、復号化器は、符号化器で用いられた同一の以前に再生
されたサンプルを用いて、情報を得ることができるからである。このため、伝送帯域およ
び／または蓄積容量を節約することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書において「ビデオ」または「ビデオシーケンス」は、例えばH.261H,H263, Mot
ion-JPEG, MPEG-1, MPEG-2のような標準に従って符号化するのに適したフレームあるいは
フィールドシーケンスを含むものとする。用語「イメージ」または「ピクチャー」は、ビ
デオシーケンスのフレームまたはフィールドを意味する。用語「ブロック」は、上記の圧
縮標準で定義されたマクロブロックのみならず、ビデオフレームあるいはフィールドのピ
クセル画素(pixel elements)のグループを意味する。このグループは、複数のピクセルの
組、あるいは単一のピクセルを含む。さらにまた用語「サンプル」とは、ブロックに関連
する要素（コンポーネント(component)を意味する。例えば、ブロック変換走査により生
成された変換係数は、サンプルである。さらにまた用語「コンテキスト」とは、以前に再
生されたサンプルから抽出された現ブロックの周囲を記述するのに用いられる値を意味す
る。本発明によりコンテキストベースのブロック変換係数の選択においては、コンテキス
トは、以前に再生された近傍のサンプルから測定された値である。このようなブロック変
換係数選択は、ビデオ符号化器とビデオ復号化器の両方で行われ、その結果ブロック変換
係数の選択に関連するデータは、符号化器から復号化器に送信する必要はない。
【００１１】
　本発明による変換係数のコンテキストベースの選択は、３つの実施例、すなわち、（ｉ
）周波数ベースのコンテキスト選択と、（ｉｉ）最近接の近隣ベースのコンテキスト選択
と、（ｉｉｉ）周波数と最近接の近隣ベースのコンテキスト選択を用いて説明する。
【００１２】
　すべての符号化パラメータおよびその決定は、以前に再生された係数にもっぱら依存す
る、各係数に関連するコンテキストのみを用いて行われる。この方法により符号化器と復
号化器は、常に両方が入手できる同一の情報を有し、かくして常に同期化され、更に悪い
場合には各変換係数に対し同期化されるが、これは、符号化器は、各ブロックに対する符
号化パラメータ特に送信する必要が無く行われる。
【００１３】
　図１に本発明の一実施例によるコンテキストベースのブロック変換符号化技術を採用し
たイメージ／ビデオの符号化器のブロック図を示す。符号化器１０は、ブロック変換器１
２と量子化器１４とGolomb　符号化器１６と逆量子化器１８と部分的に再生された現フレ
ームのメモリ２０とコンテキスト選択器２２と符号化パラメータ更新ユニット２４とを含
む。
【００１４】
　現フレームを表す信号を符号化器１０の入力点で受領する。この信号は、イメージ（例
、単一のフレーム）またはビデオシーケンス（例、複数のフレーム）を表す。符号化器１
０は、この信号を変換係数毎のベースで符号化する。例えばブロックは、８×８のピクセ
ル列を含む。ブロック変換器１２においては、ブロックは変換されて変換係数を生成する
。この変換は、８×８のHadamard　変換であるが、他のブロック変換も用いることができ
る。その後変換係数は量子化器１４に送られ、そこで変換係数を量子化する。現ブロック
の量子化された係数をGolomb符号化器１６内で符号化する。従来のGolomb符号化器は、例
えば、“Ｌｏｓｓ－ｌess and near-lossless coding of continuous tone still images
"(JPEG-LS),ISO/IEC JTC1/SC 29/WG 1,July 1997,に開示されている。その結果得られた
符号化ビットストリームを送信する。
【００１５】
　さらにこの量子化された係数が再構成（再生）される。すなわち、現行変換係数の量子
化値が逆量子化器１８に与えられ、量子化走査の逆が行われ、再生された変換係数を生成
する。この再生された変換係数は部分的に再生された現フレームのメモリ２０内に記憶さ
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れる。
【００１６】
　本発明によれば、その後この再構成された係数を後続の係数の符号化処理で用いられる
。具体的に説明すると、再生された係数をコンテキスト選択器２２が用いて、コンテキス
ト値Ｑを生成する。このコンテキスト値Ｑは、その後符号化パラメータ更新ユニット２４
に与えられ、この符号化パラメータ更新ユニット２４はGolomb符号化器１６に与えられる
出力を生成する。Golomb符号化Ａ（Ｑ）とＮ（Ｑ）の間に必要とされる符号化パラメータ
は、上記のJPEG-LS　標準に記述された手順に従って符号化パラメータ更新ユニット２４
内で更新される。これらのパラメータ値は、現行の変換係数と以前に再生された変換係数
の関数であり、それらは、現係数として同一のコンテキストＱを有する。符号化パラメー
タＡ（Ｑ）と、Ｎ（Ｑ）に対する更新の規則は次のとおりである。
「第１式」

ここで、|Ｒｘ|は、Ｒｘの絶対値を表し、現係数の再構成値とＲＥＳＥＴは、定数である
。８×８のブロック変換係数に対しては、ＲＥＳＥＴ＝６４の値を用いるのが好ましい。
この更新されたパラメータ値を用いて、次の係数を符号化する。この係数は、同一のコン
テキストＱを有するが、現係数Ｒｘは有さない。
【００１７】
　この更新されたGolomb　符号化パラメータを用いて、同一のコンテキストＱを有する後
続の係数に対する符号化ビットストリームを生成する。かくして、各再生された係数に対
するコンテキストＱの選択手順は、各量子化された変換係数をGolomb　符号化器１６によ
りいかに圧縮するかを決定する際に重要である。
【００１８】
　符号化器１０は次の係数を符号化するために、現行フレームの第１ブロックの第１再構
成係数をコンテキストとして用いるのがよいが、しかし、後続の係数の符号化走査に対し
再生されたサンプルを用いる以前に、ある数の係数を再構成するまで待機するのが好まし
い。以前に再生されたブロックの係数を用いて、現行のブロックの係数を符号化する。
【００１９】
　以下に示す実施例は、各再生された変換係数のコンテキスト値Ｑを生成する様々な方法
を示す。これらの複数の技術のうちの１つを用いて、符号化器１０はコンテキストを用い
、Golomb　符号化器１６内で後で使用される符号化パラメータを決定する。コンテキスト
選択方法は、イメージのブロック変換係数により表されるプロパティを用いる。以下の実
施例においては、説明の便宜上逆走査が可能なブロック変換を８×８のブロックに対し行
うものとするが、ｎ×ｎのブロックサイズについても拡張することができる。
【００２０】
（ａ）周波数ベースのコンテキスト選択
　変換係数用にコンテキストを選択するこの方法は、各係数がとる値は水平と垂直の空間
周波数に依存することを仮定している。例えば、イメージ／ビデオデータに対し、Ｍ×Ｎ
の可逆ブロック変換が行われる場合には、Ｍ．Ｎの異なるコンテキストが存在し、それぞ
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れがＭ×Ｎの異なる空間周波数の１つに対応し、そして周期は乗算を意味する。かくして
ＱF（ｉ，ｊ）は、（ｉ，ｊ）番目の係数のコンテキストを意味する。したがって次式と
なる。
「第２式」
　　　　ＱF（ｉ，ｊ）＝Ｎ．ｉ＋ｊ，
　　　　ここで　ｉ＝０，１，．．．，Ｍ－１
　　　　　　　　ｊ＝０，１，．．．，Ｎ－１
【００２１】
　同一のコンテキストＱFを有する、以前に再生された変換係数から計算された、Ａ（ＱF

）、とＮ（ＱF）の符号化パラメータを用いて、現在の再生された係数ＲｘをGolomb　符
号化する。その後Ｒｘを用いて符号化パラメータ更新ユニット２４内の前述したパラメー
タＡ（ＱF）、Ｎ（ＱF）を更新する。
【００２２】
　（ｂ）最近接の近傍ベースのコンテキスト選択
　各変換係数用のコンテキストを決定するこの方法は、各係数の値は変換領域内で以前に
符号化され、再生された近傍の係数に依存することを前提にしている。各ブロック内の係
数が走査され、符号化される順番は、ブロック変換符号化に通常用いられる、標準のジグ
ザグ走査モードである。この走査モードを図２に示す。
【００２３】
　本発明によれば、コンテキスト選択器２２（図１）は、各変換係数ｘに対し３つの近隣
の係数ａ、ｂ、ｃを選択する。（ｉ，ｊ）が現係数ｘの一部に対応する場合には、最も近
い近傍ａ、ｂ、ｃの一部は次式の１つにしたがって決定される。
即ち次の「第３式」

「第４式」

である。
【００２４】
　図３は本発明の一実施例により係数ｄ、ａ、ｘ、ｅの順番に走査される、ジグザグ走査
の上方スイングの走査中に現係数ｘが走査される図を示す。図４は、本発明の他の実施例
により係数ｄ、ａ、ｘ、ｅの順番に走査されるジグザグ走査の下方スイングの間に、現係
数ｘが走査される図を示す。
【００２５】
（ｉ，ｊ）番目の係数のコンテキストＱＮ（ｉ，ｊ）は、その近傍の関数ｆ（*）として
定義される。
「第５式」

ここでＲａ、Ｒｂ、Ｒｃは、それぞれ対応する係数の再構成値である。コンテキストの計
算は、現係数ｘの値Ｒｘを考慮に入れていない。その理由はこれは復号化器に対しては利
用できないからである。関数ｆ（*）の例として、以下の方法を用いる。ベクトル（Ｑａ
，Ｑｂ，Ｑｃ）を得るために、近隣Ｒｉ，ｉ＝ａ，ｂ，ｃの量子化値を、次式で決定する
。
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「第６式」

ここでｉ＝ａ，ｂ，ｃとＴ１、Ｔ２、Ｔ３は、適宜選択されたしきい値である。ベクトル
（Ｑａ，Ｑｂ，Ｑｃ）の第１のノンゼロ要素が負の場合には、ベクトル（Ｑａ，Ｑｂ，Ｑ
ｃ）のすべての符号を反転して、（－Ｑａ，－Ｑｂ，－Ｑｃ）を得る。これにより（Ｑａ
，Ｑｂ，Ｑｃ）が取ることのできる全数を、３６５に減らすことができる。最後に、ベク
トル（Ｑａ，Ｑｂ，Ｑｃ）は、一体のベースで「０．．．３６４」の範囲の整数内にマッ
ピングされ、これは、変換係数のコンテキストＱNが考慮されていることを表す。
【００２６】
　（ｃ）周波数と最近接の近隣ベースのコンテキスト選択
　各変換係数ｘに対するコンテキストを決定するこの方法は、それが採ることのできる値
は、空間周波数（ｉ，ｊ）と、再生された近隣ａ、ｂ、ｃの実際の値の両方に依存する。
かくしてこのアプローチは、周波数ベースのコンテキスト選択方法と最近接の近隣ベース
の近隣ベースのコンテキスト選択方法の組合せである。この方法においては、ブロックの
走査モードは、図２のジグザグ走査であり、コンテキスト値ＱFN（ｉ，ｊ）は次式で決定
される。
「第７式」

ここでＲａ、Ｒｂ、Ｒｃは、それぞれ近隣ａ、ｂ、ｃの再生された値（式（３）、（４）
と図３、４に関し説明したように）と、ｈ（*）は、ある種の関数である。関数ｈ（*）の
例を次に示す。
「第８式」

ここで周期は、乗算を意味し、関数Ｄ（ｘ）は次式で与えられる。

Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３は適宜選択されたしきい値である。
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【００２７】
　図５に本発明の他の実施例におけるコンテキストベースのブロック変換符号化技術を採
用したイメージ／ビデオの復号化器のブロックを示す。復号化器５０は、符号化器１０で
用いられたのと同様な構成要素を含む。具体的に説明すると、復号化器５０はGolomb　復
号化器５２と逆量子化器５４と逆ブロック変換器５６と部分的に再生された現フレームの
メモリ５８とコンテキスト選択器６０と符号化パラメータ更新ユニット６２とを有する。
これらの構成要素は、符号化器の構成要素の昨日と類似した機能を有する。
【００２８】
　したがって、現フレームの符号化ビットストリームを復号化器５０が受領する。このビ
ットストリームは、golomb　復号化器の逆の機能を行うGolomb　復号化器５２内で復号化
されて、復号化され量子化された変換係数を生成する。次に、量子化されたこの変換係数
をGolomb　復号化器５２に与え、そこで、復号化器に適用された量子化走査の逆のことが
行われる。最後に、かくして再生された変換係数は逆ブロック変換器５６に与えられ、そ
こで復号化器で行われたブロック変換、例えば８×８のHadamard　変換の逆の走査が信号
に対し行われ、復号化された現フレーム、あるいはその一部が生成される。
【００２９】
　逆量子化器５４の出力点における再生された変換係数は、部分的に再生された現フレー
ムのメモリ５８内に記憶される。符号化器１０のコンテキスト選択器２２と同様に、復号
化器５０のコンテキスト選択器６０は、部分的に再生された現フレームのメモリ５８内の
以前に再生されたサンプルを用いてコンテキスト値Ｑを生成する。符号化器１０の符号化
パラメータ更新ユニット２４と同様に符号化パラメータ更新ユニット６２は、符号化パラ
メータＡ（Ｑ）とＮ（Ｑ）を更新して、これを同一のコンテキストＱを有する後続の係数
のgolomb　復号化プロセスで用いる。
【００３０】
　本発明によれば、現フレームの以前に再生されたブロックの知識は、現係数を復号化す
るのに用いることのできるコンテキスト値Ｑを設定するのに十分である。かくして本発明
により形成された復号化器は、符号化器から受信した符号化されたビットストリームを復
号化するために、符号化器からの符号化パラメータ関連情報を受領する必要はない。その
ため、本発明の符号化器と復号化器の間の伝送帯域および／または蓄積容量を節約するこ
とができる。
【００３１】
　上記の実施例において、Golomb　復号化技術を用いることは、各係数のコンテキストを
考慮に入れる圧縮スキームの単なる一実施例である。かくして、各係数のコンテキストが
本発明により選択された後は、各係数のコンテキストを考慮に入れたいかなる圧縮スキー
ムも採用することができる。
【００３２】
　符号化器１０と復号化器５０の構成要素はそれぞれ、中央処理装置、マイクロプロセッ
サ、ＡＳＩＣあるいはコンピュータ内のデータ処理装置、ビデオ送信器、ケーブルシステ
ムのヘッドエンド、テレビのセットトップボックス、あるいは他の種類のビデオ信号プロ
セッサ等を用いてそれぞれ実現することができる。中央処理装置、マイクロプロセッサ、
特定応用用の集積回路、あるいは他のデータ処理装置は、データや各構成要素の機能に関
連した結果を記憶するためのメモリを有する。本発明は、様々な種類のビデオ処理装置、
あるいは伝送装置と共に用いることができる。かくして本発明は、ビデオ符号化システム
を例に説明したが、本発明は一実施例として説明した、特定の種類のビデオフォーマット
、ビデオ符号化標準、あるいは符号化システム構成と共に使用することに限定されるもの
ではない。本発明は、ブロック変換符号化を行うのが好ましく、かつパラメータ関連のオ
ーバーヘッド情報の符号化を復号化器に伝送することなく行える、いかなるビデオ符号化
システムにも等しく適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例により、コンテキストベースのブロック変換符号化を採用し
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たイメージ／ビデオ符号化器のブロック図。
【図２】８×８のデータブロックの変換係数に用いられる、ジグザグの走査順を表す図。
【図３】　本発明の一実施例により、変換係数に対しジグザグの走査順番で上方向に振っ
ている間に、変換係数ｘの最近接の近傍ａ、ｂ、ｃを表すグラフ。
【図４】　本発明の一実施例により、変換係数に対しジグザグの走査順番で下方向に振っ
ている間に、変換係数ｘの最近接の近傍ａ、ｂ、ｃを表すグラフ。
【図５】　本発明の一実施例により、コンテキストベースのブロック変換復号化を採用し
たイメージ／ビデオ復号化器のブロック図。
【符号の説明】
１０　符号化器
１２　ブロック変換器
１４　量子化器
１６　Golomb　符号化器
１８　逆量子化器
２０　部分的に再生された現フレームのメモリ
２２　コンテキスト選択器
２４　符号化パラメータ更新ユニット
５０　復号化器
５２　Golomb復号化器
５４　逆量子化器
５６　逆ブロック変換器
５８　部分的に再生された現フレームのメモリ
６０　コンテキスト選択器
６２　符号化パラメータ更新ユニット

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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